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論 文 の 内 容 の 要 旨

　本論文では，セキュリティと性能の観点から，情報ネットワークにおけるセキュリティアーキテクチャー

と移動性管理に関する研究を行っている。本論文の第 1章で研究の背景と位置付けを述べている。第 2章で

モバイルアドホックネットワークにおけるセキュリティアーキテクチャーについて概説している。第 3章で

モバイルアドホックネットワークにおけるセキュア通信のための既存の鍵管理方式を紹介し，その問題点を

指摘している。そして，各ノードが行う局所公開鍵管理方式を新たに提案し， シミュレーションにより，提

案方式の有効性を示している。第 4章でモバイルアドホックネットワークの信用管理（Trust Management）

方式を論じている。既存の Reputation-based方式と Trust Establishment方式の問題点を指摘し，直接の観察

情報と間接情報を用いる客観的信用管理方式を新たに提案している。また，評価を行い，提案した方式が既

存の方式より有効であることを示している。第 5章と第 6章でグループ通信におけるマルチキャストの鍵管

理について研究を行っている。まず関連研究を概説し，既存のマルチキャストの鍵管理方式における性能上

の問題点を指摘している。そして，メモリと通信の負荷が少ない分散鍵管理方式を新たに提案し，その有効

性を確認している。第 7章と第 8章では，次世代モバイル IPv6 におけるハンドオフ管理方式について研究

を行っている。まず，広く使われている既存の Fast Handover管理方式を概説し，その問題点を指摘している。

そして，位置登録更新を先に行う Enhanced Fast Handover方式を新たに提案し，その有効性を示している。

　最後に，第 9章で論文をまとめ，今後の課題について述べている。
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審 査 の 結 果 の 要 旨

　本論文では，セキュリティと性能の観点から，情報ネットワークにおけるセキュリティアーキテクチャー

と移動性管理に関する研究を行っている。具体的には，モバイルアドホックネットワークにおける鍵管理方

式と信用管理方式，グループ通信におけるマルチキャストのアクセス制御，モバイル IPv6 におけるハンド

オフ管理方式に関する 4つの研究問題を取り上げ，それぞれに対して新たな方式を提案している。また，シ

ミュレーション実験と解析手法により，提案した方式の有効性を確認している。これらの研究は情報工学上

貢献するところが大きいと判断される。今後は，提案した方式を実情報ネットワークシステム上に実装し，

より現実的なネットワーク環境でその有効性を示すことが望まれる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。


